
カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
〇
七

は
じ
め
に

印
象
派
画
家
カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
三
）
は
、
生
涯
に
わ
た
り
数
々
の
制
作
法
を
試
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
一
八
六
〇
年
代
に
コ
ロ
ー
に
師
事
し
た
ピ
サ
ロ
は
、
一
八
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
ら
と
共
に
、
明
る
い
色
調

と
筆
触
分
割
を
特
徴
と
す
る
印
象
派
の
様
式
を
開
拓
す
る
。
そ
の
後
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
の
交
流
を
通
し
て
一
時
は
斬
新
な
空
間
構
成
を
試

み
る
も
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
は
ス
ー
ラ
の
指
導
を
仰
い
で
点
描
法
を
取
り
入
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
ピ
サ
ロ

は
、
点
描
法
を
放
棄
し
て
印
象
主
義
に
回
帰
し
、
モ
ネ
に
倣
い
連
作
制
作
に
励
ん
で
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
九
〇
〇
年
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》（
図
1
）
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
晩
年
の
ピ
サ
ロ
の
造
形
観
を
体
現
す
る
作
例
で
あ
る
。
本
作
品
の
有
す
る
最
大
の
特
徴
は
、
印
象
派
画
家
ら

し
い
自
然
に
即
し
た
色
彩
印
象
の
中
に
、
緻
密
な
計
算
に
基
づ
く
画
面
構
成
へ
の
配
慮
が
見
受
け
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
主
調
と
な
る

薄
紫
色
は
、
自
然
光
に
よ
っ
て
画
家
の
目
に
映
し
出
さ
れ
た
色
調
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
色
調
を
軸
に
背
景
か
ら
前
景
へ
と
濃
淡
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
三
次
元
的
な
奥
行
き
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
構
図
が
均
整
の
取
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
画
面

カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る

ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

― 
自
然
へ
の
忠
実
さ
と
絵
画
の
構
築
性
の
調
停
を
巡
る
探
求 

―

　
深
尾

　
茅
奈
美
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一
〇
八

の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
緻
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
の
街
並
み
と
フ
ロ
ー
ル
翼
が
水
平
線
を
形
成
し
て
静
的
な
効
果
を

生
み
出
す
の
に
対
し
、
波
状
に
並
ぶ
木
々
の
連
な
り
と
円
形
の
庭
園
模
様
は
動
的
な
効
果
を
伴
う
。
こ
う
し
て
画
中
に
は
、
動
的
な
形

態
と
静
的
な
形
態
が
巧
み
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
品
に
は
、
ピ
サ
ロ
の
有
す
る
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
網
膜
像
を
忠
実
に
写
し
取
る
こ
と
を
目
指
し
た
印
象

派
画
家
と
し
て
の
面
と
、
理
知
的
に
画
面
を
構
築
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
、
言
わ
ば
古
典
主
義
的
系
譜
の
画
家
と
し
て
の
面
が
表
れ
て

い
る
。
ピ
サ
ロ
作
品
に
見
ら
れ
る
古
典
主
義
的
傾
向
に
つ
い
て
は
、
名
著
『
風
景
画
論
』
の
中
で
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
が
既
に
指
摘
し

て
い
る
も
の（

1
）

の
、
こ
れ
ま
で
ピ
サ
ロ
の
作
品
研
究
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鈴
木
慈
子
氏
を
筆

頭
に
、
近
年
、
研
究
者
の
間
で
ピ
サ
ロ
の
画
業
に
お
け
る
晩
年
期
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
一
方（

2
）

で
、
こ
の
時
期
の
風
景
画
制

作
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
管
見
す
る
限
り
確
認
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
、
自
然
へ
の
忠
実
さ
と
絵
画
の
構
築
性
が
見
事
に
融
合
し
た
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
を
取
り

上
げ
、
そ
の
制
作
実
態
に
迫
る
。
こ
こ
で
の
関
心
は
、
本
作
品
の
造
形
的
特
徴
や
制
作
プ
ロ
セ
ス
か
ら
ピ
サ
ロ
の
造
形
観
を
抽
出
す
る

こ
と
、
な
ら
び
に
、
そ
う
し
た
彼
の
造
形
観
が
形
成
さ
れ
た
要
因
を
同
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
後
半
部
で
は
、
本
作
品
に
見
ら
れ

る
秀
で
た
風
景
表
現
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
に
、
新
古
典
主
義
画
家
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
（
一
七
五
〇
―

一
八
一
九
）
が
著
し
た
風
景
画
理
論
書
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
新
知
見
を
提
示
し
た
い
。
ピ
サ
ロ
が
印
象
派
画
家
で
あ
り
な
が

ら
も
、
古
典
主
義
的
な
風
景
画
観
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ

ン
ヌ
が
保
守
的
な
新
古
典
主
義
画
家
と
い
う
範
疇
に
収
ま
る
人
物
で
は
な
く
、
屋
外
で
の
自
然
に
基
づ
く
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
制
作
を
実
践

し
、
印
象
派
に
通
ず
る
先
取
性
を
有
し
た
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
ピ
サ
ロ
よ
り
一
世
紀
も
前
に
、
自
然
へ
の
忠

実
さ
と
絵
画
の
構
築
性
の
調
停
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
だ
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
有
す
る
こ
の
二
面
性
は
、
彼
が
著
し

た
『
芸
術
家
の
た
め
の
実
用
遠
近
法
提
要
、
な
ら
び
に
、
絵
画
、
特
に
風
景
画
に
つ
い
て
の
省
察
と
学
生
へ
の
忠
告
』
に
も
よ
く
表
れ
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《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
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け
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エ
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一
〇
九

て
い（

3
）

る
。
ピ
サ
ロ
が
本
著
を
読
了
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
が
そ
の
理
論
を
い

か
に
し
て
自
ら
の
実
践
に
取
り
込
ん
だ
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
着
目
し
、

ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
る
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
を
中
心
に
据
え
、
ピ
サ
ロ
に

お
け
る
本
著
の
学
習
成
果
を
検
証
す
る
。

一
　《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
見
る
ピ
サ
ロ
の
風
景
画
制
作

本
作
品
の
制
作
実
態
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ
が
三
十
一
点
か
ら
成
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
の
一
点
で
あ
る

こ
と
だ
。
連
作
の
第
一
人
者
は
モ
ネ
で
あ（

4
）

り
、
ピ
サ
ロ
は
彼
の
「
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
連
作
」（
図
2
、3
）
に
感
化
さ
れ（

5
）

て
、
一
八
九
六

年
か
ら
連
作
制
作
に
着
手
す
る
。
ピ
サ
ロ
の
連
作
に
つ
い
て
は
近
年
徐
々
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
一
九
九
三
年
に
開
催
さ
れ

た
『
印
象
派
画
家
と
都
市
―
ピ
サ
ロ
の
連
作
』
展
は
、
彼
の
連
作
群
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
た
貴
重
な
展
覧
会
で
あ
っ（

6
）

た
。
と
は
い

え
、
本
稿
が
視
座
に
据
え
る
、
連
作
に
お
け
る
ピ
サ
ロ
の
造
形
観
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
、「
チ
ュ

イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
以
下
で
は
、
本
連
作
全
体
に
目
を
向
け
な
が
ら
論
を

進
め
た
い
。

「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
描
か
れ
る
の
は
、
パ
リ
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
か
ら
一
望
さ
れ
た
景
色
で
あ
る
。
当
時
ピ
サ
ロ
は
エ
ラ

ニ
ー
に
居
を
構
え
て
い
た
が
、
一
八
九
八
年
十
二
月
に
、
新
た
な
パ
リ
連
作
に
着
手
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
二
〇
四
番

地
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
借
り
る
こ
と
を
決
め
て
い（

7
）

る
。
そ
の
後
、
彼
は
一
八
九
九
年
一
月
か
ら
六
月
（
第
一
回
滞
在
）、
一
八
九
九
年

十
一
月
か
ら
翌
年
七
月
（
第
二
回
滞
在
）
の
二
回
に
わ
た
り
こ
こ
に
滞
在（

8
）

し
、
第
一
回
滞
在
中
に
十
四
点
、
第
二
回
滞
在
中
に
《
チ
ュ

イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
を
含
む
十
七
点
を
手
掛
け
た
（
表
1 （

9
）

）。
本
連
作
を
手
掛
け
た
背
景
に
は
、
商
業
的
な
動

機
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
十
一
月
十
六
日
付
の
長
男
リ
ュ
シ
ア
ン
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
翌
年
の
一
月
頃
に
は
画
商
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一
一
〇

デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
の
関
心
を
引
く
連
作
を
手
掛
け
な
け
れ
ば
、
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
当
時
の
状
況
が

綴
ら
れ
て
い（

10
）

る
。
実
際
に
本
連
作
を
気
に
入
っ
た
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
は
連
作
の
一
部
を
買
い
取
り
、
一
九
〇
一
年
に
彼
の
画
廊
で

開
催
さ
れ
た
ピ
サ
ロ
の
個
展
に
て
そ
れ
ら
を
展
示
し
た
。

「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
は
、
主
題
選
択
の
点
で
、
他
の
ピ
サ
ロ
連
作
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
一
八
九
六
年
に
連
作
の
制
作

に
着
手
し
て
以
降
、
ピ
サ
ロ
は
都
市
で
の
連
作
制
作
と
、
農
村
で
の
絵
画
実
践
と
を
意
識
的
に
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
都
市
連

作
に
お
い
て
彼
は
、
ル
ー
ア
ン
の
港
湾
風
景
（
図
4
）
や
、
人
々
が
行
き
交
う
パ
リ
の
大
通
り
（
図
5
）
等
、
都
市
に
固
有
の
主
題
ば

か
り
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
他
方
、
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
ヌ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
に
よ
る
一
九
九
三
年
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
九
九
年
か
ら
着
手
さ
れ
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
で
は
、
都
市
と
田
園
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け

が
排
除
さ
れ
、
よ
り
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
風
景
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ（

11
）

る
。
ピ
サ
ロ
は
こ
こ
で
、
歴

史
的
建
造
物
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
景
観
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
農
村
画
家
と
し
て
の
力
量
を
発
揮
す
る
こ
と
の

で
き
る
、
植
物
モ
チ
ー
フ
を
積
極
的
に
画
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
連
作
は
、
こ
れ
ら
多
様
な
モ
チ
ー
フ
が
織
り
な

す
美
的
な
調
和
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
都
市
連
作
と
は
一
線
を
画
す
る
「
風
景
画
連
作
」
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　

「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
を
構
成
す
る
三
十
一
点
は
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
フ
ロ
ー
ル
翼
と
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
を
描
い
た
構
図

（
図
1
）、
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
を
取
り
上
げ
た
構
図
（
図
6
）、
カ
ル
ー
ゼ
ル
広
場
を
描
い
た
構
図
（
図
7
）
と
い
う
三
種
類
に
大
別

さ
れ
る
。
以
下
で
は
便
宜
上
、
こ
の
順
に
、「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」、「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
の
構
図
」、「
カ
ル
ー
ゼ
ル
広
場
の
構
図
」

と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
三
つ
の
構
図
の
中
で
、「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
は
、
そ
の
秀
逸
な
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。
荘
厳

な
建
築
様
式
を
有
す
る
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
は
、
本
来
な
ら
ば
大
き
く
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
本
構
図
に
お
い
て

ピ
サ
ロ
は
、
こ
の
建
築
の
一
部
分
だ
け
を
画
面
左
側
に
小
さ
く
登
場
さ
せ
る
に
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
の
関
心
は
、
眼
前
に



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
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の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
一
一

広
が
る
風
景
の
中
か
ら
、
絵
と
し
て
美
し
い
景
観
を
切
り
取
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
こ
こ
で
は
、
フ
ロ
ー
ル
翼
と
パ

リ
の
街
並
み
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
水
平
線
に
、
曲
線
的
な
庭
園
模
様
や
波
状
の
並
木
が
加
わ
り
、
目
に
心
地
い
い
構
図
が
作
り
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
稿
が
主
眼
に
据
え
る
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
い
て
は
、
朝
焼
け
の
鮮
や
か

な
光
の
中
に
、
こ
の
美
し
い
構
図
の
骨
格
が
浮
か
び
上
が
る
、
幻
想
的
な
風
景
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
造
型
的
特
徴

そ
れ
で
は
早
速
、「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
に
分
類
さ
れ
る
三
点
、《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》《
チ
ュ
イ
ル

リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
光
り
輝
く
曇
天
》《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
太
陽
、
春
》
を
観
察
し
よ
う
（
図
1
、8
、9
）。

こ
れ
ら
の
作
品
で
は
同
一
の
構
図
を
用
い
、
主
調
色
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
光
の
変
化
に
伴
い
同
じ
風
景
が
異
な
る
外
観
に
見
え
る

様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
連
作
全
体
に
確
認
さ
れ
る
、
構
図
を
統
一
し
て
色
調
を
変
化
さ
せ
る
手
法
は
、
も
と
も
と
モ
ネ
の
連
作

か
ら
想
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、「
大
聖
堂
連
作
」
に
お
い
て
モ
ネ
は
、
厳
密
に
構
図
を
統
一
し
て
、
不
動
の
石
壁
と
変
動
す

る
光
と
い
う
対
照
的
な
関
係
を
作
る
こ
と
で
、
画
家
の
眼
を
介
し
た
瞬
間
毎
の
色
彩
印
象
の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
か
ら
紡
ぎ
出
さ

れ
る
時
間
の
経
過
を
表
現
し（

12
）

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
画
家
の
連
作
は
そ
の
造
形
的
特
徴
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
看
守
さ
れ
る
。
先
ず
指
摘
す
べ
き
は
、

色
彩
に
関
す
る
相
違
で
あ
る
。「
盲
目
に
生
ま
れ
、
突
如
と
し
て
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
な
ら
よ
か
っ
た
の
に
。﹇
…
﹈
も
し
そ

う
で
あ
れ
ば
、
目
の
前
に
あ
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
物
体
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
手
法
で
﹇
対
象
を
色
彩
と
し
て

捉
え
る
手
法
で
﹈
描
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
ら
。」
と
い
う
モ
ネ
の
言
葉
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る（

13
）

が
、
モ
ネ
は
自
身
の
視
覚
を

忠
実
に
写
し
取
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
に
据
え
、
諸
事
物
に
関
す
る
普
遍
的
な
色
彩
情
報
と
し
て
の
、
固
有
色
の
概
念
を
捨
象
し

た
。
そ
の
た
め
、
先
述
の
「
大
聖
堂
連
作
」（
図
2
、3
）
で
は
、
大
聖
堂
の
石
壁
が
画
家
の
感
覚
経
験
に
基
づ
く
鮮
や
か
な
有
彩
色
で
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彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
稿
後
半
部
で
も
論
じ
る
よ
う
に
、
ピ
サ
ロ
は
視
覚
経
験
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
過
度
な
主
観

主
義
を
嫌
っ
て
い
た
。
事
実
、「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
は
、
固
有
色
を
留
め
た
風
景
（
図
6
、7
等
）
も
含
み
、
我
々
の
知
る
対

象
の
色
彩
か
ら
過
度
に
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
描
く
対
象
は
色
彩
現
象
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
素
材
感
や
固
有
色
を

保
持
し
た
物
体
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

続
い
て
ピ
サ
ロ
作
品
に
固
有
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
秀
逸
な
画
面
構
成
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
が
一
貫
性
か
つ
安
定
感

の
あ
る
構
図
の
生
成
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
モ
ネ
作
品
に
対
す
る
批
判
的
見
解
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
男
の
リ
ュ

シ
ア
ン
に
宛
て
た
一
八
九
一
年
五
月
五
日
付
の
書
簡
の
中
で
、
ピ
サ
ロ
は
モ
ネ
の
「
積
み
わ
ら
連
作
」
に
含
ま
れ
る
一
点
（
図
10
）
を

取
り
上（

14
）

げ
、
基
本
的
に
は
惜
し
み
な
い
称
賛
を
送
り
な
が
ら
も
、「
デ
ッ
サ
ン
は
美
し
い
が
、
と
り
わ
け
背
景
で
浮
遊
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
」
と
い
う
欠
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ（

15
）

る
。
確
か
に
、「
積
み
わ
ら
連
作
」
を
は
じ
め
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
モ
ネ
の

風
景
画
で
は
、
形
態
構
造
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
散
見
さ
れ
、「
大
聖
堂
連
作
」
に
至
っ
て
は
、
画
面
構
成
を
要

さ
な
い
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
の
手
法
を
導
入
し
、
画
面
の
形
態
的
構
築
を
捨
象
す
る
志
向
が
極
地
に
達
し
て
い
る
。
ピ
サ
ロ
は
モ
ネ
の

こ
う
し
た
傾
向
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
向
に
自
ら
の
芸
術
の
舵
を
切
っ
た
。
そ
の
方
向
性
が
最
も
明
確
に
現
れ
て
い
る

の
が
、
モ
ネ
の
「
大
聖
堂
連
作
」
の
翌
年
に
手
掛
け
ら
れ
た
ピ
サ
ロ
に
よ
る
同
主
題
連
作
（
図
11
）
で
あ
り
、
彼
は
こ
こ
で
、
家
屋
の

モ
チ
ー
フ
を
構
築
的
に
配
置
す
る
優
れ
た
空
間
構
成
力
を
示
し
、
モ
ネ
と
の
差
異
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
卓
越
し
た
形

態
感
覚
は
、
こ
の
数
年
後
に
手
掛
け
ら
れ
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公

園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
を
含
む
「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
に
お
い
て
、
ピ
サ
ロ
が
緻
密
な
画
面
構
成
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
先

述
の
通
り
で
あ
る
が
、
彼
は
他
の
二
つ
の
構
図
群
に
お
い
て
も
、
水
平
線
や
対
角
線
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
秀
逸
な
構
図
を
作
り
出
し

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ピ
サ
ロ
は
色
彩
印
象
へ
の
忠
実
さ
以
上
に
、
入
念
な
構
図
作
り
に
力
点
を
置
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
様
子
か
ら
も
、
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彼
が
自
身
の
構
想
に
基
づ
き
、
諸
事
物
を
組
み
合
わ
せ
て
秩
序
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
と
い
う
絵
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
ん
じ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
絵
画
制
作
と
は
、
眼
に
映
る
自
然
を
写
し
取
る
た
め
の
受
動
的
行
為
で
は
な
く
、

画
家
の
意
匠
を
介
し
て
美
的
な
調
和
を
生
成
す
る
、
能
動
的
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
ピ
サ
ロ
が
描
く
の
は
常
に

実
景
で
あ
っ
た
が
、
後
に
見
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
実
景
に
対
し
て
も

構
成
の
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

モ
ネ
と
ピ
サ
ロ
の
相
違
は
、
連
作
全
体
を
ま
と
め
て
観
察
す
る
こ
と
で
よ
り
一
層
顕
著
に
な
る
。
画
家
自
身
が
連
作
の
在
り
方
を
模

索
し
て
い
た
一
八
九
〇
年
代
初
頭
の
作
例
を
例
外
と
し
て
、「
大
聖
堂
連
作
」
以
降
の
モ
ネ
の
連
作
で
は
、
基
本
的
に
各
カ
ン
ヴ
ァ
ス

が
特
定
の
瞬
間
の
光
の
様
相
を
表
し
、
連
作
全
体
と
し
て
、
瞬
間
ご
と
に
移
り
行
く
光
の
変
化
を
跡
付
け
て
い（

16
）

た
。
対
し
て
ピ
サ
ロ
の

「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
は
、
光
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、
植
物
や
空
模
様
の
変
化
を
も
強
調
し
て
い
る
。《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と

フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
で
は
、
紫
色
に
染
ま
る
朝
焼
け
の
空
を
背
景
に
、
冬
の
枯
れ
木
と
霜
の
描
写
が
描
き
込
ま
れ
、《
チ
ュ
イ
ル

リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
光
り
輝
く
曇
天
》（
図
8
）
は
、
昼
時
の
曇
天
の
下
に
、
茶
色
の
葉
を
纏
う
秋
の
木
々
が
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
太
陽
、
春
》（
図
9
）
に
お
い
て
は
、
夕
方
前
の
光
り
輝
く
空
と
共
に
、
鮮
や

か
な
春
の
木
々
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
個
々
の
画
布
上
で
は
、
光
や
植
物
、
空
模
様
と
い
っ
た
複
数
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ

れ
、
モ
ネ
の
場
合
よ
り
も
時
間
的
な
幅
の
あ
る
、
季
節
の
相
が
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
モ
ネ
の
連
作
で
は
、
個
々
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
瞬
間
の
相
を
表
し
、
そ
れ
ら
を
寄
せ
集
め
る
こ
と
で
初
め
て
時
間
の

流
れ
が
創
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ピ
サ
ロ
の
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
は
、
各
々
に
空
間
的
、
時
間
的
広
が
り
を
持
つ
複
数
の
風

景
を
並
立
さ
せ
、
連
作
全
体
と
し
て
、
季
節
や
天
候
の
変
化
を
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ピ
サ
ロ
は
連
作
と
い
う
形
態
を
取
り
な
が

ら
も
、
断
固
と
し
て
一
つ
の
画
布
上
に
自
足
し
た
世
界
像
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晩
年
の
風

景
画
連
作
で
あ
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
は
、
画
家
自
身
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
タ
ブ
ロ
ー
」
を
重
ん
じ
る
造
形
観
が
顕
著
に
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表
れ
て
い
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

（
二
）
制
作
プ
ロ
セ
ス
―
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
か
ら
「
タ
ブ
ロ
ー
」
へ

ジ
ョ
ア
キ
ム
・
ピ
サ
ロ
他
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
は
、
本
連
作
に
含
ま
れ
る
三
十
一
点
を
全
て
同
等
に
扱
い
、
そ
の
制
作
プ
ロ

セ
ス
に
関
す
る
言
及
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
こ
こ
で
、
ピ
サ
ロ
が
本
連
作
中
の
三
点
を
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
と
し

て
手
掛
け
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
三
点
と
は
、「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
を
取
る
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル

翼
》
と
、「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
の
構
図
」
を
取
る
二
点
の
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
、
光
り
輝
く
曇
天
》
で
あ
る
（
図
12
―
14
）。
な

お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
が
買
い
取
っ
た
作
品
群
に
含
ま
れ
て
い
な（

17
）

い
。

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
半
透
明
の
粗
い
タ
ッ
チ
が
用
い
ら
れ
た
こ
の
三
点
は
、
入
念
な
厚
塗
り
の
施
さ
れ
た
他
作
品
と
、
明
ら
か
に

異
な
る
描
法
を
示
し
て
い
る
。
ピ
サ
ロ
は
こ
こ
で
、
油
彩
を
用
い
な
が
ら
も
、
多
め
の
油
で
顔
料
を
溶
く
こ
と
に
よ
り
、
水
彩
に
近
い

質
感
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
水
彩
こ
そ
が
「
つ
か
の
間
の
効
果
を
記
憶
に
留
め
る
た
め
の
便
利
な
手
段
」
だ

と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ（

18
）

り
、
九
十
年
代
初
頭
に
は
、
ア
ト
リ
エ
で
大
画
面
作
品
（
図
15
）
に
着
手
す
る
前
に
、
屋
外
に
て
小
さ
な
水

彩
ス
ケ
ッ
チ
（
図
16
）
を
し
ば
し
ば
手
掛
け
て
い
た
。
水
彩
は
そ
の
性
質
上
、
筆
の
運
び
が
軽
く
、
即
興
的
な
ス
ケ
ッ
チ
に
適
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
の
制
作
が
開
始
さ
れ
る
の
は
九
十
年
代
末
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
水
彩
に

類
す
る
技
法
が
適
用
さ
れ
た
上
述
の
三
点
に
は
、
九
十
年
代
初
頭
の
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
と
同
様
に
、
即
興
的
な
自
然
研
究
の
場
と
し
て
の

機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
便
宜
上
、
こ
の
三
点
に
対
し
て
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ピ
サ
ロ
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
エ

チ
ュ
ー
ド
」
に
あ
た
る
。
一
八
九
二
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
彼
は
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
と
「
タ
ブ
ロ
ー
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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五

私
は
直
接
的
に
自
然
に
基
づ
い
て
タ
ブ
ロ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
手
法
を
取
る
の
は
、
エ
チ
ュ
ー
ド
を
手
掛

け
る
時
だ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
人
間
精
神
が
視
覚
に
与
え
る
統
一
（l’unité

）
と
い
う
の
は
、
ア
ト
リ
エ
で
し
か
経
験
さ
れ
え

な
い
も
の
だ
。
最
初
の
う
ち
は
分
散
し
て
い
る
印
象
が
、
相
互
に
結
び
つ
い
て
明
確
な
形
を
成
す
よ
う
に
な
る
の
は
ア
ト
リ
エ
に

お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
真
の
田
園
詩
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
屋
外
で
は
、
即
座
に
目
を
奪
う
よ
う
な
美
し
い
融
和

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
作
品
の
中
で
内
的
な
感
情
を
言
明
で
き
る
ほ
ど
に
は
思
索
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
が
最

大
の
関
心
を
払
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
知
的
な
統
一
（cette unité intellectuelle

）
の
探
求
な
の
だ（

19
）

が
。

「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
が
自
然
の
中
に
分
散
す
る
効
果
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
タ
ブ
ロ
ー
」
は
画
家
の
精
神
活

動
の
産
物
で
あ
り
、
自
然
の
断
片
が
不
可
分
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
統
一
体
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
は
こ
こ
で
、「
タ
ブ
ロ
ー
」
を
上
位
に
据

え
、「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
を
「
タ
ブ
ロ
ー
」
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
無
論
、
印
象
派
画
家
で
あ
る
彼
は
、「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
を
独

立
の
作
品
と
し
て
展
示
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
必
ず
し
も
、
準
備
習
作
、
完
成
作
と
同
義
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ

れ
ら
は
上
述
の
美
学
的
な
特
質
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
記
事
が
記
さ
れ
た

九
十
年
代
初
頭
の
ピ
サ
ロ
は
、
屋
外
で
水
彩
の
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
を
手
掛
け
た
後
に
、
ア
ト
リ
エ
で
油
彩
の
「
タ
ブ
ロ
ー
」
を
描
く
こ

と
が
多
く
、
両
者
は
制
作
場
所
と
媒
体
に
よ
り
、
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
九
十
年
代
後
半
に
始
ま
る
連
作
制
作
で

は
、
ア
パ
ル
ト
マ
ン
か
ら
の
自
然
観
察
と
い
う
特
殊
な
環
境
下
で
、
描
き
始
め
か
ら
完
成
ま
で
全
て
の
作
業
が
ア
ト
リ
エ
で
行
わ
れ
、

用
い
る
媒
体
も
油
彩
の
み
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
の
線
引
き
が
極
め
て
曖
昧
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連

作
」
で
は
、
先
の
三
点
で
、
即
興
的
な
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
の
描
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
区
別
す
る
立
場
が
保
持
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
三
点
の
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
の
制
作
目
的
は
、
実
景
を
前
に
し
な
が
ら
画
面
構
成
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
注
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六

目
す
べ
き
こ
と
に
、
二
点
の
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
、
光
り
輝
く
曇
天
》（
図
13
、14
）
で
は
、
画
面
中
央
の
や
や
左
寄
り
に
茶
褐
色
の

オ
ル
セ
ー
駅
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
本
連
作
が
手
掛
ら
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
オ
ル
セ
ー
駅
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た

り
、
第
一
回
滞
在
の
時
点
で
既
に
、
建
設
用
の
足
場
や
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
た
（
図
17
）（20
）

。
本
連
作
の
中
で
ピ
サ
ロ
は
、
景
観

を
損
な
う
仮
設
の
工
事
現
場
を
一
貫
し
て
消
去
し
て
い
る（

21
）

が
、
興
味
深
い
の
は
、
ク
レ
ー
ン
が
取
り
外
さ
れ
て
駅
校
舎
の
外
観
が
公
の

目
に
触
れ
る
状
態
に
な
っ
て
か
ら
の
彼
の
試
行
錯
誤
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
に
と
っ
て
、
新
た
に
現
れ
た
こ
の
建
築
物
を
描
く
か
否
か
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
画
中
に
組
み
込
む
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
中
で
も
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
の
構
図
」
と

「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
は
、
地
理
的
に
オ
ル
セ
ー
駅
が
入
り
込
む
可
能
性
の
あ
る
景
観
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
構
図
に
限
り
「
エ

チ
ュ
ー
ド
」
が
手
掛
け
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
オ
ル
セ
ー
駅
を
巡
る
画
面
構
成
の
実
験
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
。
特
に
、
画
面
中

央
に
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
入
る
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
の
構
図
」
で
は
、
入
念
な
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
画
家
は
小
さ
な
カ
ン
ヴ
ァ

ス
上
で
オ
ル
セ
ー
駅
を
含
む
構
図
を
確
認
し
た
後
に
（
図
13
）、
一
回
り
大
き
な
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
用
い
、
添
景
人
物
を
含
む
全
体
像
を

描
い
て
い
る
（
図
14
）。
一
方
、「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
に
関
し
て
は
、
当
初
か
ら
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
描
か
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
、
画
面
右
端
に
含
む
こ
と
も
で
き
た
オ
ル
セ
ー
駅
を
（
図
18
）、
意
識
的
に
画
面
枠
外
へ
と
退
け
た
の
で
あ
る
（
図
12
）。

以
上
に
見
た
オ
ル
セ
ー
駅
と
い
う
細
部
を
巡
る
試
行
錯
誤
は
、
そ
の
実
、
ピ
サ
ロ
の
周
到
な
画
面
構
成
を
雄
弁
に
示
す
一
例
で
あ

り
、
彼
が
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
制
作
を
通
し
て
、
画
中
に
取
り
込
む
モ
チ
ー
フ
を
入
念
に
検
討
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
本
連
作
に
お
い
て
も
、
彼
は
入
念
な
自
然
研
究
を
経
て
、「
タ
ブ
ロ
ー
」
に
お
け
る
「
知
的
な
統
一
」
の
達
成
を
試
み
て
い

た
の
で
あ
る
。

二
　
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
と
ピ
サ
ロ
の
実
践

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
お
い
て
、
ピ
サ
ロ
が
絵
画
の
構
成
的
統
一
を
重
視
し
、「
エ
チ
ュ
ー
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・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
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リ
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ら
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影
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一
七

ド
」
か
ら
「
タ
ブ
ロ
ー
」
へ
と
向
か
う
段
階
的
な
制
作
過
程
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
制
作
の
在
り

方
は
、
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
た
ち
の
実
践
を
強
く
想
起
さ
せ
る
も
の
の
、
ピ
サ
ロ
は
公
的
な
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
八

六
〇
年
代
に
は
、
古
典
主
義
の
継
承
者
で
あ
る
コ
ロ
ー
に
師
事
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ー
か
ら
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、

《
ル
ヴ
シ
エ
ン
ヌ
》（
図
19
）
の
よ
う
な
一
八
七
〇
年
代
初
頭
の
作
例
に
限
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
晩
年
期
の
ピ
サ
ロ
の
風
景
画
制
作

に
は
、
コ
ロ
ー
以
外
の
、
別
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
一
つ
の
解
答
を
提
示
す
る
の
が
、
長
男
で
あ
り
画
家
を
目
指
し
て
い
た
リ
ュ
シ
ア
ン
に
宛
て
た
、
一
八
八
三
年

十
二
月
十
四
日
付
の
手
紙
で
あ
る
。

箱
の
中
に
は
、
参
照
し
や
す
い
よ
う
に
い
く
つ
か
の
部
分
に
区
分
さ
れ
た
本
が
入
っ
て
い
る
。
お
前
に
そ
れ
を
贈
っ
た
の
は
ギ

ヨ
ー
マ
ン
だ
。
そ
の
本
は
有
名
な
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
古
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
最
も
素
晴
ら

し
く
、
最
も
実
用
的
だ
。
お
前
は
そ
こ
か
ら
、
基
礎
と
し
て
役
立
つ
原
理
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
は
ず（

22
）

だ
。

ピ
サ
ロ
が
絶
賛
す
る
の
は
、
一
八
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
『
芸
術
家
の
た
め
の
実
用
遠
近
法
提
要
、
な
ら
び

に
、
絵
画
、
特
に
風
景
画
に
つ
い
て
の
省
察
と
学
生
へ
の
忠
告
』（
以
下
『
提
要
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
強
く
推
奨
す
る
様
子

か
ら
判
断
し
て
、
ピ
サ
ロ
自
身
も
本
著
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
彼
は
、
こ
の
手
紙
に
名
前
が
挙
が
る
ア
ル
マ
ン
・
ギ

ヨ
ー
マ
ン
と
古
く
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ド
ガ
と（

23
）

は
、
と
り
わ
け
八
十

年
代
に
親
交
を
深
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
友
人
達
か
ら
の
勧
め
を
受
け
て
、
遅
く
と
も
、
こ
の
手
紙
が
記

さ
れ
た
八
十
年
代
前
半
に
は
、
本
著
を
読
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
こ
で
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
美
術
史
上
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
よ
う
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
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紀
初
頭
に
活
躍
し
た
新
古
典
主
義
の
風
景
画
家
で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
遠
近
法
教
授
と
し
て
後
進
の
育
成
に
励
ん
だ
。
近
年
注
目
を

集
め
て
い
る
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
ら
し
い
彼
の
大
画
面
作
品
（
図
20
）
よ
り
も
、
光
や
大
気
の
効
果
を
即
興
的
に
写
し
取
っ
た
、

彼
の
屋
外
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
（
図
21
、22
）
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ム
が
論
考
を
発
表
し
て
以（

24
）

降
、
ヴ
ァ
ラ
ン

シ
エ
ン
ヌ
を
は
じ
め
、
新
古
典
主
義
画
家
に
よ
る
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
の
実
践
が
、
印
象
派
芸
術
の
基
礎
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い（

25
）

る
。

ル
イ
ー
ジ
・
ガ
ロ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
『
提
要
』
は
、
当
時
か
な
り
の
人
気
を
博
し
た
風
景
画
の
指
南
書
で
あ
り
、

一
八
〇
〇
年
に
初
版
が
刷
ら
れ
た
後
、
加
筆
部
分
を
含
む
第
二
版
が
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
没
後
、
一
八
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
。

第
一
版
で
は
、
シ
モ
ン
・
ク
レ
ス
タ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
・
マ
ニ
ャ
ン
と
い
う
人
物
が
共
同
執
筆
者
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
が
、
第
二
版
の

加
筆
は
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
一
人
で
行
っ
て
い（

26
）

る
。
い
ず
れ
の
版
も
、
前
半
部
「
芸
術
家
の
た
め
の
実
用
遠
近
法
提
要
」
と
、
後
半

部
「
絵
画
、
特
に
風
景
画
に
つ
い
て
の
省
察
と
学
生
へ
の
忠
告
」
の
二
部
構
成
で
あ
り
、
前
半
部
で
は
、
幾
何
学
的
知
見
に
基
づ
く
遠

近
法
解
説
を
行
い
、
後
半
部
で
は
、
風
景
画
制
作
に
関
す
る
実
践
的
な
助
言
が
続
く
。
特
に
後
半
部
で
詳
述
さ
れ
る
自
然
研
究
法
は
、

印
象
派
と
の
関
連
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
な
お
、
ピ
サ
ロ
が
い
ず
れ
の
版
を
参
照
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
以
下
で
は
、
特

筆
し
な
い
限
り
初
版
を
参
照
す
る
。

ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
『
提
要
』
の
中
で
、
異
な
る
時
間
帯
に
同
じ
眺
め
を
描
く
こ
と
を
勧
め
て
お（

27
）

り
、
そ
れ
を
実
践
し
た
油
彩
ス

ケ
ッ
チ
群
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
、
連
作
の
第
一
人
者
で
あ
る
モ
ネ
へ
の
影
響
が
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
き（

28
）

た
。

一
方
、
ピ
サ
ロ
の
『
提
要
』
学
習
に
関
し
て
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
研
究
の
側
か
ら
、
ピ
サ
ロ
が
本
著
を
推
奨
し
て
い
た
と
い
う
事

実
が
指
摘
さ
れ
る
に
留
ま（

29
）

り
、
ピ
サ
ロ
が
ど
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
理
論
を
受
容
し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ピ
サ
ロ
の
絵
画
実
践
に
見
出
さ
れ
る
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
か
ら
の
影
響
は
、
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
『
提
要
』
の
中
で
推
奨
す
る
の
は
、
絵
画
を
理
知
的
に
構
成
す
る
た
め
の
自
然
研
究
法
、
す
な
わ
ち
、
画
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九

家
の
眼
に
拠
る
視
覚
経
験
を
、
科
学
知
識
や
美
の
規
範
と
照
合
す
る
客
観
的
な
自
然
観
察
法
で
あ
っ
た
。
彼
は
画
家
が
自
ら
の
目
で
自

然
の
色
彩
変
化
を
捉
え
る
こ
と
を
奨
励
し
な
が
ら
も
、
過
度
に
主
観
に
依
拠
す
る
態
度
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
以
下
は
、『
提
要
』
第

二
版
の
加
筆
部
分
で
あ
る
。
　

私
の
目
に
映
る
物
体
が
、
隣
の
人
に
は
全
く
異
な
っ
て
見
え
て
い
る
と
言
う
の
は
、
行
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
あ
る
人
に
は
灰
色
に

見
え
て
い
る
物
が
、
別
の
人
に
は
紫
色
に
、
さ
ら
に
別
の
人
に
は
黄
色
や
赤
色
に
見
え
る
な
ど
と
言
う
の（

30
）

は
。

同
様
に
、
客
観
的
な
自
然
観
察
を
基
礎
に
据
え
る
姿
勢
は
、
ピ
サ
ロ
の
言
葉
に
も
確
認
さ
れ
る
。
一
八
八
三
年
二
月
二
十
八
日
付
の
長

男
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
ピ
サ
ロ
は
、
耽
美
主
義
芸
術
に
代
表
さ
れ
る
、
自
然
か
ら
過
度
に
か
け
離
れ
た
主
観
主
義
を
批
判
し
た
後

に
、
そ
の
見
解
を
印
象
主
義
の
定
義
に
も
敷
衍
し
て
い
る
。

印
象
主
義
を
同
様
の
理
論
に
し
た
い
と
考
え
る
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
印
象
主
義
は
純
粋
に
観
察
の
理
論

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
想
像
力
、
自
由
さ
、
崇
高
さ
、
あ
る
い
は
、
芸
術
を
偉
大
に
す
る
他
の
全
て
の
も
の
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
そ
れ
で
い
て
、
感
受
性
の
強
い
人
々
を
呆
然
と
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
誇
張
を
行
う
こ
と
も
な
い
、
そ
う
い
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な（

31
）

い
。

主
観
的
印
象
主
義
の
代
表
者
と
し
て
ピ
サ
ロ
が
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
、
他
で
も
な
く
モ
ネ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ピ
サ
ロ
は

一
八
八
七
年
一
月
七
日
の
手
紙
の
中
で
、
モ
ネ
の
絵
画
を
「
現
実
離
れ
し
た
空
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
無
秩
序
」
と
形
容
し
、「
我
々

の
時
代
に
適
応
し
て
い
な
い
」
と
断
言
す
る
の
で
あ（

32
）

る
。
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事
実
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
ピ
サ
ロ
の
画
業
は
、
感
性
と
理
性
の
両
立
を
巡
る
探
求
、
あ
る
い
は
、
自
然
へ
の
忠
実
さ
と
絵

画
の
構
築
性
の
調
停
を
巡
る
探
求
を
軸
に
し
て
展
開
さ
れ
た
。
特
に
一
八
八
〇
年
代
中
頃
は
新
印
象
主
義
が
現
れ
た
時
期
に
あ
た
り
、

か
ね
て
よ
り
印
象
派
絵
画
に
お
け
る
デ
ッ
サ
ン
の
欠
如
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
ピ
サ
ロ
は
、
ス
ー
ラ
が
開
拓
し
た
点
描
法
を
、
す
ぐ
さ

ま
自
身
の
実
践
に
取
り
入
れ
て
い
る
（
図
23
）。
明
瞭
な
輪
郭
線
を
保
持
し
な
が
ら
色
彩
の
光
輝
性
を
実
現
す
る
点
描
法
が
、
ピ
サ
ロ

に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
手
法
に
は
、
科
学
理
論
の
遵
守
ゆ
え

に
、
自
然
に
基
づ
く
直
接
的
な
印
象
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
ピ
サ
ロ
は
、
四
年
間
の
試
行
錯

誤
の
後
に
点
描
法
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な（

33
）

る
。
印
象
派
画
家
と
し
て
の
再
出
発
を
図
る
ピ
サ
ロ
は
、
モ
ネ
に
続
き
、
一
八
九
〇
年
代
か

ら
連
作
制
作
に
着
手
し
た
。
と
は
い
え
、
モ
ネ
の
影
響
下
に
あ
っ
て
も
、
彼
が
絵
画
の
構
成
を
重
視
す
る
独
自
の
路
線
を
打
ち
出
し
て

い
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

晩
年
の
ピ
サ
ロ
が
、
感
性
と
理
性
に
根
付
く
芸
術
の
確
立
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
彼
が
こ
の
時
期
に
、
一
八
八
〇
年
代

の
時
点
で
既
に
読
了
し
て
い
た
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
『
提
要
』
に
、
再
び
手
を
伸
ば
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
と

い
う
の
も
、
約
一
世
紀
前
に
同
じ
難
題
に
取
り
組
ん
だ
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
、
本
著
の
中
で
、
こ
の
芸
術
的
課
題
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
手
法
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
で
も
、
ピ
サ
ロ
の
絵
画
実
践
の
模
範
と
な
っ
た
の
は
、
後
半
部
で
詳
述
さ
れ
る
、
自

然
観
察
に
基
づ
く
絵
作
り
の
手
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》

（
図
1
）
に
は
、
そ
の
学
習
成
果
が
多
分
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
本
作
品
に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
か
ら
の

影
響
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
観
点
か
ら
検
証
を
行
う
。

（
一
）
全
体
の
構
築
と
細
部
の
融
合

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
『
提
要
』
後
半
部
「
固
有
色
」
の
段
落
で
提
唱
す
る
、
屋
外
習
作
の
手
法
で
あ



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
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・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
二
一

る
。
こ
の
記
述
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
即
興
的
な
屋
外
制
作
を
裏
付
け
る
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は

む
し
ろ
、
自
然
の
色
調
に
基
づ
き
調
和
の
取
れ
た
全
体
を
作
り
出
す
、
そ
の
構
成
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

第
一
に
、
自
分
の
選
ん
だ
効
果
の
中
で
自
然
の
主
要
な
色
調
を
可
能
な
限
り
描
き
と
め
る
こ
と
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

背
景
の
色
調
を
与
え
て
く
れ
る
空
を
描
く
と
こ
ろ
か
ら
、
習
作
を
始
め
な
さ
い
。
背
景
、
そ
し
て
そ
れ
と
つ
な
が
り
を
持
つ
中

景
、
最
後
に
前
景
へ
と
段
階
的
に
進
み
な
さ
い
。
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
固
有
色
を
作
り
出
す
の
に
役
立
つ
空
と
い
つ
も
調
和

（d’accord

）
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
過
程
に
従
う
と
、
細
部
を
描
き
込
む
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
よ
く

分
か
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
自
然
に
基
づ
く
習
作
は
、
せ
い
ぜ
い
二
時
間
以
内
で
制
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
特
に

日
の
出
や
日
の
入
り
の
効
果
を
扱
う
際
に
は
、
半
時
間
以
上
か
け
て
は
い
け
な（

34
）

い
。

『
提
要
』
で
は
、
風
景
全
体
の
色
調
を
写
し
取
る
研
究
と
、
個
別
の
モ
チ
ー
フ
研
究
は
、
別
々
に
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
の
見
解
が
示
さ

れ
る
が
、
こ
の
一
説
は
、
全
体
の
研
究
に
関
す
る
助
言
で
あ
る
。
彼
が
こ
こ
で
提
案
す
る
の
は
、
眼
に
映
る
自
然
の
色
調
を
基
礎
と
し

な
が
ら
、
色
彩
に
よ
っ
て
風
景
全
体
を
構
築
す
る
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
眼
前
の
風
景
を
背
景
、
中
景
、
前
景
と
い
う
大
き

な
単
位
で
捉
え
、
背
景
か
ら
前
景
に
向
か
っ
て
彩
色
す
る
こ
と
で
、
調
和
の
取
れ
た
全
体
の
色
調
が
作
り
出
さ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
続
く
個
所
で
、
全
体
の
研
究
を
細
部
の
研
究
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
た
上
で
、
完
成
作
と
な
る
画
布
上
に

お
い
て
は
、
全
体
の
習
作
を
基
に
風
景
の
基
礎
を
構
築
し
、
そ
の
後
に
細
部
を
描
き
込
む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

よ
く
で
き
た
マ
ケ
ッ
ト
﹇
風
景
全
体
の
色
調
を
写
し
取
っ
た
習
作
の
こ
と
﹈
を
通
し
て
、
描
き
た
い
効
果
の
固
有
色
が
捉
え
ら
れ

た
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
そ
の
効
果
の
色
調
を
作
り
出
し
た
後
に
、
個
別
の
習
作
を
参
照
し
な
が
ら
、
全
て
の
モ
チ
ー
フ
を
仕
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上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
個
別
の
習
作
が
役
に
立
つ
の
は
、
タ
ッ
チ
や
描
写
に
関
し
て
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
マ

ケ
ッ
ト
は
、
選
ば
れ
た
時
間
帯
に
お
け
る
、
複
数
の
色
調
の
ま
と
ま
り
（l’ensem

ble

）
や
統
一
（l’unité

）
を
作
り
出
す
と
い

う
機
能
を
有
す
る
の
で
、
細
部
の
色
調
は
常
に
、
マ
ケ
ッ
ト
の
固
有
色
に
近
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ（

35
）

る
。

同
様
に
、
ピ
サ
ロ
に
と
っ
て
も
、
自
然
を
前
に
し
て
風
景
全
体
の
色
調
を
写
し
取
る
作
業
は
、
最
も
重
要
な
制
作
過
程
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
四
年
の
地
方
新
聞
『
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
・
エ
ク
レ
ー
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

私
は
い
つ
も
色
斑
し
か
見
て
い
な
い
。
タ
ブ
ロ
ー
を
描
き
始
め
る
時
に
、
最
初
に
捉
え
よ
う
と
努
め
る
も
の
は
、
調
和

（l’accord

）
で
あ
る
。
空
の
部
分
と
地
面
や
水
の
部
分
と
の
間
に
は
、
必
ず
関
係
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
調
和
と
い
う
関

係
性
（une relation d’accord

）
に
ほ
か
な
ら
ず
、
絵
画
を
制
作
す
る
上
で
非
常
に
難
し
い
部
分
で
あ
る
。
私
が
自
身
の
芸
術
に

お
い
て
関
心
を
失
い
始
め
て
い
る
の
は
、
画
中
の
物
体
に
関
わ
る
こ
と
（
線
）
で
あ
る
。
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
問

題
は
、
絵
画
の
細
部
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、
全
体
の
融
和
（l’harm

onie de l’ensem
ble

）
の
中
に
、
す
な
わ
ち
、
調
和

（l’accord

）
の
中
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
な
の（

36
）

だ
。

こ
の
一
節
は
明
ら
か
に
、『
提
要
』
に
記
さ
れ
た
制
作
法
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ピ
サ
ロ
も
ま
た
、
調
和
の
取
れ
た
全
体
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
眼
前
の
風
景
を
、
空
、
地
面
、
水
と
い
う
大
き
な
単
位
で
捉
え
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
主
張
し
て
い
る
。
無
論
、
ピ
サ
ロ
に
よ
る
こ
の
言
葉
は
、
対
象
を
純
粋
な
色
斑
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
モ
ネ
の
理
念
に
近
し
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
色
彩
印
象
へ
の
忠
実
さ
ゆ
え
に
モ
チ
ー
フ
を
断
片
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
を
も
厭
わ
な
か
っ
た
モ
ネ
に
対
し
、
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ピ
サ
ロ
が
自
然
の
色
調
を
足
場
に
し
て
風
景
全
体
の
再
構
成
を
目
指
し
て
い
た
点
は
特
筆
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
そ
う
し
て
作
り

出
さ
れ
た
全
体
構
造
の
中
に
、
細
部
を
も
融
合
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
色
彩
に
よ
る
風
景
の
再
構
成
や
、
完

成
作
に
お
け
る
細
部
描
写
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
点
で
、
ピ
サ
ロ
の
手
法
は
、
先
の
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
制
作
法
に
近
似
し
て
い
る
。

《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
、
光
り
輝
く
曇
天
》（
図
13
）
を
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
《
朝
の
ロ
ー
マ
》（
図
21
）
と
比
較
す
る
と
、
ピ
サ

ロ
が
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
習
作
と
同
じ
手
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
両
者
と
も
半

透
明
の
素
早
い
タ
ッ
チ
を
用
い
、
調
和
の
取
れ
た
全
体
の
色
調
を
生
成
す
る
べ
く
、
細
部
描
写
を
極
力
省
略
し
、
背
景
、
中
景
、
前
景

の
大
ま
か
な
色
調
を
写
し
取
っ
て
い
る
の
だ
。
ピ
サ
ロ
が
「
タ
ブ
ロ
ー
」
と
み
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ

ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》（
図
1
）
も
ま
た
、
同
様
の
制
作
原
理
で
描
か
れ
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
状
に
各
部
の
色
彩
を
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
の
統
一
性
を
生
み
出
す
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ピ
サ
ロ
は
、「
タ
ブ
ロ
ー
」
に
お
い
て
、「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
と
同
じ
手
法
で
風
景
の
基
礎
を
構
築
し
て
い
た
が
、
彼
の

「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
に
は
見
ら
れ
な
い
「
タ
ブ
ロ
ー
」
に
固
有
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
厚
塗
り
の
施
さ
れ
た
堅
牢
な
絵
画
表

面
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
は
、「
一
回
の
制
作
で
仕
上
げ
ら
れ
た
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
ど
れ
ほ
ど
上
手
く
描
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
マ

テ
ィ
エ
ー
ル
が
薄
く
堅
牢
さ
に
欠
く
」
と
い
う
言
葉
を
残（

37
）

し
、
さ
ら
に
、
八
号
の
絵
画
を
手
掛
け
る
時
で
さ
え
、
六
、
七
回
に
わ
た
っ

て
描
き
込
み
を
行
う
と
も
断
言
し
て
い（

38
）

た
。
実
際
、
本
連
作
に
含
ま
れ
る
三
点
の
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」（
図
12
―
14
）
に
は
、
水
彩
の
よ

う
な
半
透
明
の
タ
ッ
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
作
品
、
つ
ま
り
「
タ
ブ
ロ
ー
」
に
関
し
て
は
、
厚
い
絵
の
具
の
層
で
隙

間
な
く
絵
画
表
面
が
覆
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
厚
塗
り
の
施
さ
れ
た
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
で
は
、
絵

の
具
の
マ
テ
ィ
エ
ー
ル
感
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
絵
画
表
面
が
、
こ
の
絵
の
主
題
で
も
あ
る
霜
の
質

感
を
、
鑑
賞
者
に
触
知
的
に
伝
え
る
機
能
を
担
う
。
加
え
て
、
本
作
品
で
は
、
先
の
引
用
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
、
細
部
を
全
体
に
融

合
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
も
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
景
の
木
々
に
は
、
細
か
な
枝
の
描
き
込
み
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ピ
サ
ロ
は
そ
の
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上
か
ら
背
景
の
色
調
に
近
い
無
数
の
タ
ッ
チ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
木
々
の
描
写
を
絵
画
表
面
全
体
に
融
合
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
季
節
の
変
化
の
研
究

連
作
全
体
に
関
わ
る
問
題
に
目
を
向
け
よ
う
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
異
な
る
時
間
帯
に
同
じ
景
色
を
描
く
よ
う
勧
め
て
い
た
こ
と

は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
季
節
の
変
化
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
性
に
も
言
及
し
て

い
る
。
以
下
は
、『
提
要
』
後
半
部
「
四
季
」
の
一
節
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
区
分
の
間
を
流
れ
る
時
間
的
広
が
り
が
季
節
を
形
成
し
、
各
々
の
季
節
は
、
植
物
の
移
り
変
わ
り
や
、
そ
れ
を
促

進
す
る
不
変
的
な
天
体
の
運
行
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
。
季
節
は
芸
術
家
に
、
素
晴
ら
し
く
多
様
な
光
景
を
与

え
て
く
れ
る
。
芸
術
家
は
、
そ
の
微
妙
な
変
化
や
効
果
を
巧
み
に
捉
え
る
べ
く
、
季
節
の
相
違
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な（

39
）

い
。

季
節
の
変
化
と
は
、
一
年
を
通
じ
た
気
候
の
推
移
と
、
そ
れ
に
伴
う
植
物
の
生
命
サ
イ
ク
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の

自
身
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
こ
の
種
の
研
究
が
確
認
さ
れ
な
い
が
、『
提
要
』
の
中
で
彼
は
、
実
際
に
田
園
地
方
に
住
む
こ
と
で
、

季
節
の
変
化
を
実
地
で
学
ぶ
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

季
節
の
変
化
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
ピ
サ
ロ
の
模
範
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
一
九
〇
二
年
十
一
月
十
六
日
付
で
長
男
に
宛

て
た
手
紙
の
中
で
、
彼
は
リ
ケ
ッ
ト
と
い
う
画
家
が
季
節
の
変
化
に
鈍
感
だ
と
批
判
し
て
い
る
。

彼
は
リ
ス
の
よ
う
に
同
じ
ケ
ー
ジ
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
る
。
一
瞬
た
り
と
も
、
自
然
の
中
に
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
大
気
、

光
、
調
和
、
無
限
の
驚
く
べ
き
変
化
が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
か
な
い
し
、
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
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公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
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お
け
る
ピ
エ
ー
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＝
ア
ン
リ
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ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
二
五

に
も
、
気
付
か
な
い
の
で
あ（

40
）

る
。

実
際
に
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
の
中
で
、
季
節
の
相
違
が
意
識
的
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

本
連
作
に
お
い
て
ピ
サ
ロ
は
、
意
図
し
て
植
物
モ
チ
ー
フ
の
入
り
込
む
風
景
を
選
び
、
冬
の
景
観
で
は
黒
々
と
し
た
枯
れ
木
を
（
図

1
）、
秋
の
景
観
で
は
茶
色
の
葉
を
ま
と
う
木
々
を
（
図
8
）、
春
の
景
観
で
は
鮮
や
か
な
緑
の
木
々
を
描
き
込
ん
で
い
た
（
図
9
）。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
中
の
生
命
サ
イ
ク
ル
を
絵
画
化
す
る
上
で
問
題
に
な
る
の
が
、
冬
の
描
き
方
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン

ヌ
に
よ
る
と
、
荒
涼
と
し
た
冬
の
光
景
は
、
冷
た
さ
や
単
調
さ
が
前
面
に
出
て
し
ま
う
た
め
、
絵
画
化
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
。
黒
々

と
し
た
枯
れ
木
と
真
っ
白
な
雪
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
画
面
は
殺
風
景
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
彼
が
勧
め
る
の
は
、
枯

れ
木
と
共
に
、
緑
と
氷
を
描
き
込
む
手
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
コ
ナ
ラ
の
よ
う
な
、
冬
で
も
緑
の
葉
を
持
つ
木
々
を
枯
れ
木
と
共
に
描

き
、
そ
の
木
々
の
一
群
を
凍
っ
た
滝
な
ど
の
傍
に
配
す
る
と
、
絵
と
し
て
美
し
い
外
観
を
備
え
る
と
い
う
の（

41
）

だ
。
こ
の
よ
う
に
、
架
空

の
理
想
的
風
景
を
作
り
出
す
こ
と
を
前
提
と
す
る
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
、
人
為
的
な
合
成
作
業
を
積
極
的
に
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。

ピ
サ
ロ
に
と
っ
て
も
、
冬
の
描
き
方
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
季
節
の
変
化
を
捉
え
た
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連

作
」
は
、
実
の
と
こ
ろ
そ
の
多
く
が
真
冬
の
景
観
を
捉
え
て
い
る
。
ピ
サ
ロ
が
パ
リ
に
留
ま
っ
た
の
は
主
に
冬
の
期
間
で
あ
り
、
お
そ

ら
く
そ
れ
は
、
エ
ラ
ニ
ー
の
冬
の
景
観
に
「
陽
気
さ
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ（

42
）

う
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
活
動
が
停

止
す
る
田
園
の
自
然
に
対
し
、
人
の
手
が
入
る
都
市
の
自
然
は
、
冬
の
間
も
鮮
や
か
な
色
彩
を
残
す
。
そ
こ
で
彼
は
、
制
作
拠
点
を
都

市
に
移
す
こ
と
で
、
冬
で
も
緑
や
氷
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
作
り
出
し
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
助
言
に
従
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
に
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
で
は
、
前
景
に
枯
れ
木
を
配
す
る
も
、
そ
の
背
後
に
人
工
的

に
手
入
れ
さ
れ
た
緑
の
芝
生
と
、
凍
っ
た
池
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
よ
う
な
合
成
の
過
程
を
経
る

こ
と
な
く
、
都
市
の
自
然
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
実
景
に
基
づ
き
な
が
ら
、
冬
の
景
観
に
彩
り
を
添
え
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
画
面
構
成
の
実
験

冬
に
関
す
る
助
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
、
眼
に
心
地
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
上
で
、
適
切
な
モ
チ
ー

フ
を
選
び
出
す
作
業
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
た
。
後
半
部
の
「
風
景
の
配
置
と
構
成
」
の
段
落
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ

て
い
る
。

自
然
の
完
全
性
は
部
分
的
な
も
の
で
し
か
な
い
た
め
、
絵
画
を
構
成
す
る
際
に
は
、
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
を
選
び
出
し
た
後
に
、

美
し
い
モ
チ
ー
フ
群
だ
け
を
結
合
さ
せ
る
作
業
が
必
ず
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
し
く
モ
チ
ー
フ
を
選
び
、
醜
い
物
や
凡

庸
な
物
か
ら
、
美
し
い
物
を
判
別
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
転
と
知
識
を
兼
ね
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
見
た
目
は
美

し
く
と
も
絵
画
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
モ
チ
ー
フ
や
、
単
体
で
描
く
と
美
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
の
事
物
と
集
め
て
描
く
と
価

値
を
失
っ
て
し
ま
う
モ
チ
ー
フ
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
識
別
を
得
る
た
め
に
は
、
自
然
、
な
ら
び
に
、
巨
匠
た
ち
が
自

然
に
基
づ
い
て
描
い
た
作
品
群
を
よ
く
観
察
し
、
比
較
検
討
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
索
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な（

43
）

る
。

つ
ま
り
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
自
然
に
則
し
た
制
作
を
推
奨
す
る
一
方
で
、
理
想
美
を
生
成
す
る
た
め
に
は
、
モ
チ
ー
フ
の
取
捨
選

択
と
い
う
人
為
的
な
操
作
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
続
く
箇
所
で
彼
は
、
こ
う
し
た
制
作
の
在
り
方
に
、「
自
然

に
基
づ
く
構
成
」
と
い
う
独
自
の
呼
称
を
与
え
、
そ
の
実
践
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
ラ
デ
ィ
シ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
当
時
鑑
賞
用
の
ス

ケ
ッ
チ
の
制
作
が
流
行
し
つ
つ
あ
り
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
そ
の
種
の
ス
ケ
ッ
チ
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
の
折
衷
的
な
制
作
観
を
理

論
化
し
た
の
だ
と
い（

44
）

う
。

　

ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
「
自
然
に
基
づ
く
構
成
」
を
実
践
し
た
例
と
し
て
は
、
鑑
賞
用
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
《
山
の

あ
る
風
景
》（
図
24
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ガ
ロ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
実
在
の
モ
チ
ー
フ
に
修
正
を
加
え
、
そ



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
二
七

れ
ら
を
人
為
的
に
合
成
し
た
架
空
の
風
景
で
あ
っ
た
。
後
景
に
見
え
る
モ
チ
ー
フ
群
は
、
サ
ン
テ
ィ
・
ド
メ
ニ
コ
・
エ
・
シ
ス
ト
教
会

を
描
い
た
《
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
か
ら
見
た
ロ
ー
マ
の
眺
め
》（
図
25
）
を
基
に
し
て
い
る
が
、
教
会
の
細
部
の
形
状
を
変
更
し
、
左
手
の

カ
ー
ボ
山
を
拡
大
す
る
な
ど
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
景
に
魅
力
的
な
モ
チ
ー
フ
が
必
要
だ
と
考
え
た
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ

ン
ヌ
は
、《
ネ
ミ
近
隣
の
蛇
行
道
》（
図
26
）
等
で
繰
り
返
し
研
究
し
た
蛇
行
道
を
、
反
転
さ
せ
て
配
す
る
こ
と
で
、
画
面
全
体
に
動
き

を
生
み
出
し
た
の
で
あ（

45
）

る
。

一
方
、《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》（
図
1
）
に
お
い
て
、
ピ
サ
ロ
は
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
微
調
整
に
よ
り
、
モ

チ
ー
フ
の
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
作
品
を
含
む
「
フ
ロ
ー
ル
翼
の
構
図
」
で
は
、

あ
と
少
し
左
に
視
線
を
移
せ
ば
、
オ
ル
セ
ー
駅
を
画
中
に
取
り
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ピ
サ
ロ
は
「
エ

チ
ュ
ー
ド
」（
図
12
）
の
段
階
か
ら
、
こ
れ
を
画
中
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
作
品
で
も
そ
の
方
針
を
貫
い
て
い
る
。
こ
の

オ
ル
セ
ー
駅
を
巡
る
問
題
が
よ
り
一
層
切
実
で
あ
っ
た
の
は
、
地
理
的
に
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
チ
ュ
イ
ル

リ
ー
公
園
の
構
図
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ピ
サ
ロ
は
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
の
構
図
」
を
取
る
二
点
の
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」（
図
13
、

14
）
で
、
オ
ル
セ
ー
駅
を
描
き
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
に
手
掛
け
ら
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
「
タ
ブ
ロ
ー
」
で
は
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
を

徹
底
し
て
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
オ
ル
セ
ー
駅
完
成
後
の
一
九
〇
〇
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
描
か
れ
た
《
チ
ュ
イ
ル

リ
ー
公
園
、
夏
》（
図
27
）
は
、
明
ら
か
に
視
線
を
右
側
に
ず
ら
す
こ
と
で
、
オ
ル
セ
ー
駅
を
画
面
枠
外
に
追
い
や
っ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
ピ
サ
ロ
は
、「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
で
の
試
行
錯
誤
を
通
し
て
、
オ
ル
セ
ー
駅
の
近
代
的
な
外
観
が
、
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
近
隣
の
風

景
空
間
と
調
和
し
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
の
よ
う
な
決
断
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
や
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公

園
は
、
既
に
数
百
年
の
年
月
を
刻
ん
だ
歴
史
的
記
念
碑
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
に
よ
り
こ
の
地
区
一
帯
に
は
荘
厳
な
景
観

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
景
観
の
中
で
、
近
代
的
な
大
時
計
を
冠
す
る
オ
ル
セ
ー
駅
が
、
異
質
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
容
易（

46
）

い
。
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と
は
い
え
、
印
象
主
義
者
ピ
サ
ロ
が
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
ほ
ど
大
胆
な
人
為
的
修
正
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ

る
。『
提
要
』
で
は
、
自
然
に
基
づ
く
構
成
の
例
と
し
て
、
魅
力
的
な
噴
水
の
モ
チ
ー
フ
を
別
の
光
景
の
中
に
組
み
込
む
手
法
や
、
山

頂
に
あ
る
小
屋
を
優
雅
な
神
殿
に
描
き
か
え
る
手
法
が
紹
介
さ
れ（

47
）

る
。
対
し
て
、
ピ
サ
ロ
は
不
適
切
な
モ
チ
ー
フ
を
排
除
す
る
に
留
ま

り
、
モ
チ
ー
フ
の
変
更
や
移
動
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
新
古
典
主
義
の
画
家
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
は
、
実
在
し
な
い
理
想
的

な
風
景
を
作
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
、
そ
こ
に
迫
真
性
を
与
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
実
景
の
研
究
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い

が
、
印
象
主
義
の
画
家
ピ
サ
ロ
に
と
っ
て
は
、
同
時
代
の
パ
リ
と
い
う
実
景
を
描
く
こ
と
こ
そ
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ァ

ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
か
ら
、
絵
と
し
て
美
し
い
外
観
を
付
与
す
る
手
法
を
学
び
つ
つ
も
、
地
理
的
な
特
徴
を
失
う
ほ
ど
の
修
正
は
行
わ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
実
見
し
た
可
能
性

と
こ
ろ
で
、
ピ
サ
ロ
は
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
が
手
掛
け
た
実
際
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

問
題
を
考
察
す
る
上
で
、
ま
ず
は
絵
画
市
場
に
お
い
て
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
が
ど
の
程
度
流
通
し
て
い
た
か
を
確
認

し
た
い
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
と
言
っ
て
最
初
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
現
在
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
レ

ピ
ー
ヌ
伯
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
レ
ピ
ー
ヌ
伯
爵
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
没
後
に
ア
ト
リ
エ
に

残
さ
れ
て
い
た
彼
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
全
て
買
い
取
り
、
そ
の
大
半
が
一
九
三
〇
年
に
王
女
ル
イ
・
ド
・
ク
ロ
ワ
に
よ
っ
て
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い（

48
）

る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
も
、
当
時
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
群
を
、
ピ
サ

ロ
が
眼
に
し
え
た
と
は
考
え
が
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
生
前
に
、
彼
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
が
絵
画
市
場
に
出
回
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
ラ
デ
ィ
シ
ッ
ク
は
、
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
展
示
す
る
例
が
十
八
世
紀
末
頃
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の



カ
ミ
ー
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ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
二
九

油
彩
ス
ケ
ッ
チ
も
、
サ
ロ
ン
で
展
示
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
て
い（

49
）

る
。
ま
た
、
ア
ン
ヌ
＝
ル
イ
・
ジ
ロ
デ
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ

ン
ヌ
本
人
か
ら
直
接
、
彼
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
入
手
し
た
例
も
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う（

50
）

。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の

油
彩
ス
ケ
ッ
チ
が
、
公
的
な
展
示
や
交
友
関
係
を
通
し
て
、
画
家
仲
間
や
画
商
の
手
に
渡
り
、
広
く
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
さ
ら
に
、
彼
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
は
、
教
育
用
の
手
本
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
弟
子
に
よ
っ
て
多
く
の
模
写
が
手
掛
け
ら
れ
て
い（

51
）

た
。

そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
手
法
を
習
得
し
た
弟
子
た
ち
に
よ
る
、
近
似
し
た
様
式
の
ス
ケ
ッ
チ
が
、
絵
画
市
場
で
出
回
っ
て

い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
図
28
）。

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ポ
マ
レ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
や
印
象
派
の
世
代
に
な
っ
て
も
、
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
に
よ
る
油
彩
ス
ケ
ッ

チ
を
鑑
賞
す
る
風
習
は
続
い
て
い（

52
）

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
印
象
派
画
家
の
ド
ガ
が
、
一
八
五
○
年
代
の
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
、
ヴ
ァ
ラ
ン

シ
エ
ン
ヌ
の
様
式
に
極
め
て
類
似
し
た
十
数
点
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
手
掛
け
、
生
涯
に
わ
た
り
そ
れ
ら
を
ア
ト
リ
エ
に
保
管
し
て
い
た

こ
と
で
あ（

53
）

る
。
ジ
ェ
ー
ン
・
マ
ン
ロ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
《
テ
ヴ
ェ
レ
川
か
ら
見
た
ロ
ー
マ
の
眺
め
》（
図
29
）
は
、

ロ
ー
マ
の
景
観
を
捉
え
た
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
に
近
似
し
て
お（

54
）

り
、
ド
ガ
が
『
提
要
』
を
読
ん
で
い
た
か
、
ヴ
ァ
ラ

ン
シ
エ
ン
ヌ
の
弟
子
等
に
指
導
を
仰
い
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
ピ
サ
ロ
が
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
自
身
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
を

実
見
し
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
ド
ガ
の
《
テ
ヴ
ェ
レ
川
か
ら
見
た
ロ
ー
マ
の
眺
め
》
を
目
に
し
、『
提

要
』
の
理
論
を
視
覚
的
に
確
認
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
ピ
サ
ロ
が
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
お
い
て
、『
提
要
』
の
助
言
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
自
然
へ
の
忠
実
さ
と
絵

画
の
構
築
性
の
調
停
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
中
で
も
、
本
稿
が
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ

ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
は
、
ピ
サ
ロ
が
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
理
論
を
換
骨
奪
胎
し
て
独
自
の
制
作
法
を
編
み
出
し
た
こ
と
を
示
す
重
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要
な
作
例
で
あ
る
。
本
作
品
に
お
い
て
ピ
サ
ロ
は
、
自
然
の
色
調
か
ら
全
体
の
調
和
を
構
築
す
る
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
手
法
を
踏
襲

し
つ
つ
、
複
数
回
に
わ
た
り
制
作
を
重
ね
、
堅
牢
な
絵
画
表
面
を
構
築
し
て
い
た
。
ま
た
彼
は
こ
こ
で
、
画
家
の
手
腕
が
試
さ
れ
る
冬

の
景
観
を
取
り
上
げ
、
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
教
え
に
基
づ
き
、
緑
と
氷
の
描
写
を
含
む
こ
と
で
画
中
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ル
セ
ー
駅
の
よ
う
な
、
絵
画
空
間
の
調
和
を
損
な
う
モ
チ
ー
フ
を
排
除
す
る
手
法
は
、『
提
要
』
で
推
奨
さ

れ
る
「
自
然
に
基
づ
く
構
成
」
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
本
作
品
は
直
截
的
な
色
彩
印
象

の
再
現
の
み
な
ら
ず
、
画
家
の
構
想
に
拠
る
美
的
な
調
和
の
生
成
を
も
達
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
は
、
ピ
サ
ロ
の
『
提
要
』
学
習
の
跡
が
随
所
に
確
認
さ
れ
る

が
、
ピ
サ
ロ
が
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
理
論
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
改
め
て
強
調
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
常

に
印
象
派
画
家
と
し
て
の
自
ら
の
理
念
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
先
人
の
教
え
に
修
正
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
八

月
十
九
日
付
の
リ
ュ
シ
ア
ン
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
ピ
サ
ロ
は
芸
術
伝
統
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
方
向
﹇
自
然
へ
の
回
帰
﹈
に
向
か
う
に
は
、
我
々
自
身
の
近
代
的
な
気
質
で
自
然
を
観
察
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
れ
は
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
り
出
し
た
り
、
他
人
を
模
倣
し
た
り
す
る
こ
と
と
は
違
う
。
今
日
の
我
々
に
は
、
近
代
の
偉
大
な
芸
術

家
た
ち
が
遺
し
て
く
れ
た
一
般
的
な
模
範
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
芸
術
の
伝
統
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
個
々
の
画
家
の
見
解

に
合
わ
せ
て
そ
の
伝
統
を
修
正
し
つ
つ
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
だ
と
思（

55
）

う
。

「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
連
作
」
に
お
い
て
ピ
サ
ロ
は
、
一
方
で
、
モ
チ
ー
フ
の
取
捨
選
択
や
画
面
構
成
へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
美
的
な
調

和
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
同
時
代
の
風
俗
や
景
観
を
描
く
と
い
う
印
象
派
画
家
と
し
て
の
立
場
を
崩
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
印
象
派
の
理
念
を
軸
に
据
え
つ
つ
、
時
代
や
画
派
の
垣
根
を
越
え
て
先
人
の
実
践
に
学
ぶ
、
彼
の
真
摯
な
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一

制
作
態
度
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
ピ
サ
ロ
研
究
の
中
で
の
本
稿
の
意
義
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。
印
象
派
の
芸
術
に
は
「
様
式
と
主

題
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
『
構
成
』
が
存
在
し
な
い
」
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
フ
が
述
べ
た
よ
う（

56
）

に
、
印
象
派
絵
画
は
一
般
に
、
自
然
を

前
に
し
た
際
の
直
接
的
な
感
覚
経
験
を
描
い
た
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
ピ
サ
ロ
が
、
視
覚
経
験
に
一
定
の
重
要

性
を
認
め
つ
つ
も
、
構
成
的
統
一
を
有
す
る
「
タ
ブ
ロ
ー
」
の
生
成
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
試
み
は
、
ピ
サ
ロ
の
美

術
史
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
一
助
に
な
る
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
様
式
変
遷
が
著
し
い
ピ
サ
ロ
の
芸

術
は
、
ク
レ
メ
ン
ト
・
グ
リ
ン
バ
ー
グ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
エ
ゴ
テ
ィ
ズ
ム
の
欠
如
」
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
多（

57
）

く
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
、
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
に
変
換
す
る
造
形
行
為
に
お
い
て
ピ
サ
ロ
が
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
有
す
る
画
家
で
あ
っ
た
か
と

い
う
、
根
本
的
な
問
い
が
宙
づ
り
に
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
問
い
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
彼
の
絵
画
制
作
の
在
り

方
に
古
典
主
義
的
傾
向
が
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
作
品
分
析
に
よ
っ
て
立
証
し
た
。
今
回
は
事
例
研
究
と
い
う
性
質
上
、
扱
う
作

品
の
数
を
限
定
し
た
が
、
今
後
は
他
の
作
例
に
も
視
野
を
広
げ
、
ピ
サ
ロ
の
造
形
観
に
つ
い
て
よ
り
包
括
的
な
考
察
を
進
め
て
い
き
た

い
。

註

 

・
以
下
、
ピ
サ
ロ
の
書
簡
集
（Janine B

ailly-H
erzberg(éd.), C

orrespondance de C
am

ille P
issarro,

5 vols., Paris &
 Saint-O

uen l’A
um

ône, 1980–

1991.

）
に
関
し
て
は
、
書
名
をJB

H

と
略
し
、
手
紙
の
通
し
番
号
を
記
す
。

 

・
引
用
箇
所
に
お
け
る
﹇ 

﹈
内
の
省
略
と
補
足
は
筆
者
に
よ
る
。

 

（
1
）　
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
風
景
画
史
を
概
観
す
る
中
で
、
プ
ッ
サ
ン
の
確
立
し
た
古
典
主
義
の
系
譜
を
引
く
画
家
の
一
人
と
し
て
、
ピ
サ
ロ
を
挙
げ
て
い

る
。「
プ
ッ
サ
ン
の
影
響
が
ロ
コ
コ
時
代
に
衰
退
し
た
の
は
止
む
を
得
ぬ
仕
儀
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
英
雄
的
な
古
典
主
義
の
時
代
が
到
来
す
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る
と
、
ふ
た
た
び
息
を
吹
き
返
し
た
。
彼
の
影
響
は
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
を
通
じ
て
コ
ロ
ー
の
初
期
作
品
を
支
配
し
て
い
る
。

コ
ロ
ー
自
身
は
や
が
て
ク
ロ
ー
ド
に
真
の
血
縁
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
が
、
プ
ッ
サ
ン
の
落
す
影
は
さ
ら
に
ミ
レ
ー
や
ピ
サ
ロ
の
風
景
画
に
延
び
ひ
ろ
が

り
、
そ
の
果
て
に
セ
ザ
ン
ヌ
が
こ
れ
ら
の
人
び
と
よ
り
は
る
か
に
め
ざ
ま
し
く
彼
の
制
作
原
理
に
回
帰
し
た
。（
佐
々
木
英
也
訳
参
照
）」“T

hat Poussin’s 

influence should have declined in the R
ococo period w

as inevitable, but in the m
ore heroic age of classicism

 it w
as revived. T

hrough 

P
ierre H

enri de Valenciennes it dom
inated the early w

ork of C
orot, and although C

orot him
self w

as to discover that his true affinities 

w
ere w

ith C
laude, the shadow

 of Poussin still falls across the landscapes of M
illet and P

issarro, long before C
ezanne m

ade a m
ore specular 

return to his principles.” K
enneth C

lark, L
andscape into art, E

dinburgh, 1956, p. 82; 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
、
佐
々
木
英
也
訳
『
風
景
画
論
』
筑

摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
二
頁
。

 

（
2
）　
鈴
木
慈
子
「
カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
の
晩
年
期
」『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
、
八
五
―
一
一
三
頁
。 

 

（
3
）　P

ierre-H
enri de Valenciennes, É

lém
ents de perspective pratique, à l’usage des artistes, suivis de réflexions et conseils à un élève sur la 

peinture, et particulièrem
ent sur le genre du paysage, Paris, 1800, 1820.

　

 

（
4
）　
モ
ネ
の
連
作
制
作
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。G

race Seiberling, M
onet’s Series, N

ew
 York &

 L
ondon, 1981.

 

（
5
）　
一
八
九
六
年
六
月
一
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1140

）
等
で
、
ピ
サ
ロ
は
「
大
聖
堂
連
作
」
を
見
た
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

 

（
6
）　E

xh. C
at. T

he Im
pressionist and the C

ity: P
issarro’s Series Paintings, D

allas M
useum

 of A
rt, D

allas et al., 1993.

　

 

（
7
）　
一
八
九
八
年
十
二
月
四
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1604

）　

 

（
8
）　
厳
密
に
は
、
ピ
サ
ロ
は
一
八
九
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
一
九
〇
〇
年
五
月
四
日
ま
で
パ
リ
に
滞
在
し
、
一
時
的
に
エ
ラ
ニ
ー
に
戻
っ
た
後
に
、
同
年

六
月
十
一
日
か
ら
七
月
一
日
に
か
け
て
パ
リ
で
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
一
連
の
時
期
を
ま
と
め
て
「
第
二
回
滞
在
」
と
呼
ぶ
。

　

 

（
9
）　Joachim

 P
issarro et D

urand-R
uel Snollaerts, P

issarro : C
atalogue critique des peintures, M

ilano &
 Paris, 2005, 3, pp. 778, 807.

　
　

 

（
10
）　
一
八
九
八
年
十
一
月
十
六
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1599

）

 

（
11
）　E
xh. C

at. D
allas, 1993, pp. 103–104.

 

（
12
）　
六
人
部
昭
典
「『
感
覚
』
の
位
置
―
モ
ネ
と
セ
ザ
ン
ヌ
」『
実
践
女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
二
十
五
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
―
十
頁
。
特
に
二
―
四
頁
。

 

（
13
）　
ア
メ
リ
カ
人
画
家
リ
ラ
・
キ
ャ
ボ
ッ
ト
・
ペ
リ
ー
に
よ
る
モ
ネ
の
回
想
録
の
中
の
一
節
。「
盲
目
に
生
ま
れ
、
突
如
と
し
て
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
三
三

た
の
な
ら
よ
か
っ
た
の
に
、
と
彼
は
言
っ
た
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
目
の
前
に
あ
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
物
体
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う

な
手
法
で
﹇
対
象
を
色
彩
と
し
て
捉
え
る
手
法
で
﹈
描
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
ら
。」“H

e said he w
ished he had been born blind and then had 

suddenly gained his sight that he could have begun to paint in this w
ay w

ithout know
ing w

hat the objects w
ere that he saw

 before him
.” 

L
illa C

abot Perry, “R
em

iniscences of C
laude M

onet from
 1889 to 1909,” A

m
erican M

agazine of A
rt, 18, 1927, pp. 119–126. reprinted in 

M
onet: A

 R
etrospective, ed. C

harles F. Stuckey, N
ew

 York, 1985, pp. 181–195, esp. 183.

 

（
14
）　
こ
の
手
紙
の
中
で
ピ
サ
ロ
は
、
当
該
作
品
の
こ
と
を
「
夕
日 Soleil couchant

」
と
呼
ん
で
い
る
が
、「
積
み
わ
ら
連
作
」
に
は
夕
日
を
描
い
た
作
例

が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ピ
サ
ロ
が
厳
密
に
ど
の
作
例
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
ピ
サ
ロ
の
記
述

に
近
し
い
と
判
断
し
た
《
積
み
わ
ら
、
雪
の
効
果
、
夕
日
》（
シ
カ
ゴ
美
術
館
）
を
参
考
図
版
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

 

（
15
）　“[

…] le dessin est beau, m
ais flottant dans les fonds surtout.” 

一
八
九
一
年
五
月
五
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
658

）

 

（
16
）　
た
だ
し
、
初
期
の
連
作
で
は
、
画
家
自
身
が
多
様
な
連
作
の
在
り
方
を
探
求
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
必
ず
し
も
、
瞬
間
的
な
光
の
様
相
を
捉
え
る
こ

と
の
み
に
徹
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
六
人
部
氏
は
、
一
八
九
一
年
の
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
画
廊
で
の
個
展
に
お
い
て
、
モ
ネ
が
他
の
七
点
の

作
品
と
と
も
に
「
積
み
わ
ら
連
作
」
十
五
点
を
並
べ
て
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
季
節
の
循
環
と
自
然
の
広
が
り
を
表
そ
う
と
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る

（
六
人
部
昭
典
「
モ
ネ
《
積
み
わ
ら
》
連
作
の
再
考
―
モ
チ
ー
フ
・『
瞬
間
性
』・
個
展
」『
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
史
の
現
在
―
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー

以
降
の
視
座
か
ら
』
二
〇
〇
七
年
、
一
六
四
―
一
九
二
頁
）。
他
方
、「
大
聖
堂
連
作
」
以
降
の
連
作
で
は
、
画
家
の
関
心
が
、
光
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

瞬
間
的
な
色
彩
印
象
を
写
し
取
る
こ
と
に
集
中
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
の
モ
ネ
は
、
こ
の
点
に
自
ら
の
芸
術
的
課
題

を
見
出
し
て
い
た
。
な
お
、
ピ
サ
ロ
と
モ
ネ
の
比
較
を
す
る
に
あ
た
り
、
モ
ネ
の
画
業
の
変
遷
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
旨
は
、
美
術
史
学
会
査
読

委
員
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

 

（
17
）　
三
点
の
来
歴
等
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。P

issarro et Snollaerts, op.cit., pp. 809, 813.

 

（
18
）　「
水
彩
が
、
つ
か
の
間
の
効
果
を
記
憶
に
留
め
る
た
め
の
便
利
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
く
よ
う
に
。」“R

appelle-toi que l’aquarelle est un 

bon m
oyen pour aider la m

ém
oire, surtout dans les effets fugitifs” 

一
八
九
一
年
五
月
十
三
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
661

）

 

（
19
）　“Je ne peins pas m

es tableaux directem
ent d’après nature je ne fais ainsi que des études; m

ais l’unité que l’esprit hum
ain donne à la 

vision ne peut se trouver que dans l’atelier. C
’est là que nos im

pressions, dissém
inées d’abord, se coordonnent, se font valoir 



哲
学
研
究

　
第
六
百
三
号

一
三
四

réciproquem
ent pour form

er le vrai poèm
e de la cam

pagne. A
u dehors, on peut saisir les belles harm

onies qui s’em
parent im

m
édiatem

ent 

des yeux m
ais l’on ne peut suffisam

m
ent s’interroger soi-m

êm
e pour affirm

er dans l’œ
uvre ses sentim

ents intim
es. C

’est à la recherche 

de cette unité intellectuelle que je m
ets tous m

es soins.” Paul G
sell, “L

a tradition artistique française,” R
evue politique et littéraire: R

evue 

bleue, 49, 1892, pp. 403–406. esp. 404. 

 

（
20
）　
オ
ル
セ
ー
駅
の
建
設
工
事
の
進
行
時
期
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。Jean Jenger, O

rsay: D
e la gare au m

usée, Paris, 2006, pp. 21–65. 

 

（
21
）　
以
下
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
、
朝
、
太
陽
》
と
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
、
午
後
、
太
陽
》（
表
一
の
一
三
一
二
番
と
一

三
一
三
番
）
は
、
例
外
的
に
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
工
事
現
場
の
ク
レ
ー
ン
を
小
さ
く
描
い
て
い
る
。P

issarro et Snollarts, op.cit., p. 811, nos. 1312, 

1313.

 

（
22
）　“D

ans la caisse tu trouveras un livre qui a été séparé en plusieurs parties pour plus de com
m

odité; c’est G
uillaum

in qui te l’envoie. Il 

est fait par le fam
eux Valenciennes, c’est ancien, c’est encore le m

eilleur et le plus pratique, tâche de te rendre com
pte des principes qui 

servent de base.” 

一
八
八
三
年
十
二
月
十
四
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
198

）

 

（
23
）　R

ichard K
endall, D

egas L
andscapes, N

ew
 H

aven &
 L

ondon,1993, pp. 17–20.

 

（
24
）　A

lbert B
oim

e, T
he A

cadem
y and French Painting in the N

ineteenth C
entury, N

ew
 H

aven, 1986. 

 

（
25
）　
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
屋
外
風
景
ス
ケ
ッ
チ
の
流
行
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。E

xh.C
at. Paysage d’Italie: L

es peintres du plein air 1780–1830, 

G
alaries natinales du G

rand Palais, Paris et al., 2001.

 

（
26
）　L

uigi G
allo, P

ierre-H
enri de Valenciennes 1750–1819: L

e paysage dans la théorie artistique et la peinture française de la fin du X
V

IIIe 

siècle, P
hD

 diss., l’U
niversité de Paris 1, 2002, pp. 223–225.

 

（
27
）　Valenciennes, op.cit., p. 409.

　 

 

（
28
）　G

erm
ain B

azin, “P
ierre H

enri de Valenciennes,” G
azette des beaux-arts, 99, 1962, pp.353–362. 

 

（
29
）　G
allo, op.cit., p.225.

 

（
30
）　“[

…] croiront-ils m
’abuser lorsqu’ils m

e diront que les objets se peignent dans m
on œ

il tout différem
m

ent que dans celui de m
on 

voisin? que les uns les voient gris, tandis que les autres les voient violets, les uns jaunes et les autres rouges, etc., etc.” Valenciennes, 



カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
作
《
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園
と
フ
ロ
ー
ル
翼
、
白
い
霜
》
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
＝
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
か
ら
の
影
響

一
三
五

op.cit., 1820, p. 327. 

訳
出
に
あ
た
っ
て
は
吉
田
朋
子
氏
の
和
訳
を
一
部
参
照
し
た
。
吉
田
朋
子
「
Ｐ
―

Ｈ
．
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
の
風
景
画
理
論
再

検
討
」『
人
文
知
の
新
た
な
総
合
に
向
け
て 

第
三
回
報
告
・
下
巻
』
二
〇
〇
五
年
、
二
二
三
―
二
四
八
頁
。

 

（
31
）　“O

n avait voulu faire de l’im
pressionnism

e une théorie pareille, tandis que réellem
ent l’im

pressionnism
e ne devait être qu’une théorie 

purem
ent d’observation, sans perdre ni la fantaisie, ni la liberté, ni la grandeur, enfin tout ce qui fait qu’un art est grand, m

ais pas de 

puffism
e à faire pâm

er les gens sensibles.” 

一
八
八
三
年
二
月
二
十
八
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛(JB

H
120)

 

（
32
）　
こ
の
手
紙
に
は
、
モ
ネ
の
作
品
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
示
す
、
ア
メ
リ
カ
人
の
画
商
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
ピ
サ
ロ

自
身
が
モ
ネ
に
抱
い
て
い
る
不
信
感
も
現
れ
て
い
る
。「
こ
の
愚
直
な
男
﹇
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
﹈
は
、
現
実
離
れ
し
た
空
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
無
秩
序
に
た

じ
ろ
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。﹇
モ
ネ
は
﹈
才
能
あ
る
画
家
で
あ
る
が
、
そ
の
現
実
離
れ
し
た
空
想
は
、
も
は
や
我
々
の
時
代
に
適
合
し
て
い
な
い
。」“[

…] cet 

hom
m

e sim
ple doit être effrayé par le désordre qui ressort de cette fantaisie rom

anesque qui, m
algré le talent de l’artiste, n’est plus en 

accord avec notre époque.” 

一
八
八
七
年
一
月
十
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
375

）

 

（
33
）　
一
八
九
六
年
三
月
二
十
七
日
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
宛
（JB

H
1224

）　

 

（
34
）　“Il faut d’abord se borner à ne copier, le m

ieux possible, que les tons principaux de la N
ature dans l’effet que l’on choisit; com

m
encer 

son étude par le ciel, qui donne le ton des fonds ; ceux-ci, celui des plans qui leur sont liés, et venir progressivem
ent jusques sur les 

devants, qui se trouvent en conséquence toujours d’accord avec le ciel qui a servi à créer le ton local. O
n sent bien qu’en suivant cette 

m
arche, il est im

possible de rien détailler, car toute étude d’après nature doit être faite rigoureusem
ent dans l’intervalle de deux heures au 

plus : et si c’est un effet du soleil levant ou couchant, il n’y faut pas m
ettre plus d’une dem

i-heure.” Valenciennes, op.cit., p.407.

 

（
35
）　“Si, par une m

aquette bien faite, on a le ton local de l’effet que l’on veut rendre, on peut établir, d’après elle, le ton de cet effet, et 

finir ensuite le tout d’après des études particulières, qui ne servent alors que pour la touche et le rendu ; car le ton des détails doit 

toujours participer de la couleur locale de la m
aquette qui sert à donner l’ensem

ble et l’unité des tons qui règnent à l’heure du jour que l’on 

a choisie.” Ibid., p. 408.

 

（
36
）　“Je ne vois que des taches. L

orsque je com
m

ence un tableau, la prem
ière chose que je cherche à fixer, c’est l’accord. E

ntre ce ciel et 

ce terrain et cette eau, il y a nécessairem
ent une relation. C

e ne peut être qu’une relation d’accords, et c’est là la grande difficulté de la 



哲
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研
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第
六
百
三
号

一
三
六

peinture. C
e qui m

’intéresse de m
oins en m

oins dans m
on art, disait-il encore, c’est le côté m

atériel de la peinture (les lignes). L
e grand 

problèm
e à résoudre c’est de ram

ener tout, m
êm

e les plus petits détails du tableau à l’harm
onie de l’ensem

ble, c’est-à-dire à l’accord.” 

R
obert de la V

illehervé, “C
hoses du H

avre : L
es dernières sem

aines du peintre C
am

ille P
issarro,” L

e H
avre E

claire,25 septem
bre, 1904. 

ピ
サ
ロ
の
書
簡
集
の
第
五
巻
、
二
〇
五
一
番
の
手
紙
（
一
九
〇
三
年
八
月
二
十
日
付
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ピ
サ
ロ
宛 JB

H
2051

）
の
注
釈
で
こ
の
記
事
の
大
部

分
が
抜
粋
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
参
照
し
た
。

 

（
37
）　
一
九
〇
二
年
十
二
月
二
十
六
日
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
ロ
ド
ル
フ
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1982

）　

 

（
38
）　
一
九
〇
三
年
六
月
二
十
八
日
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
ロ
ド
ル
フ
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
2028

）

 

（
39
）　“L

’espace du tem
ps qui s’écoule entre ces quatre époques, form

e les Saisons, qui chacune dans leur ensem
ble, sont très-distinctes 

par la m
arche de la végétation et le cours invariable de l’astre qui la favorise. L

es Saisons offrent à l’A
rtiste un spectacle adm

irable et 

varié, dont il doit étudier les différences, pour en saisir adroitem
ent les nuances et les effets [[...]” Valenciennes, op.cit., p. 457.

 

（
40
）　“[[...] il va, com

m
e l’écureuil, tourner dans la m

êm
e cage sans se douter un instant qu’il y a un printem

ps, un été, un autom
ne, un 

hiver, de l’air, de la lum
ière, des accords, des nuances infinies, adm

irables dans la nature, et qu’il s’agit d’observer attentivem
ent [...]” 

一
九

〇
二
年
十
一
月
十
六
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1963

）

 

（
41
）　Valenciennes. op.cit., p. 477.

 

（
42
）　
一
八
九
八
年
十
一
月
十
六
日
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ピ
サ
ロ
宛
（JB

H
1599

）

 

（
43
）　“[[...] com

m
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図１　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園とフロール翼、白い霜》1900年、油彩・
カンヴァス、54×65㎝、個人蔵

図２（左）　クロード・モネ《ルーアン大聖堂》1892年頃、油彩・カンヴァス、100×
65 cm、ベオグラード、セルビア国立博物館
図３（右）　クロード・モネ《ルーアン大聖堂、グレーとピンクのハーモニー》1892-
94年、油彩・カンヴァス、100×65 cm、カーディフ、ウェールズ国立博物館
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図４　カミーユ・ピサロ《コルネイユ橋、ルーアン、曇天》1896年、油彩・カンヴァ
ス、66.1×91.5 cm、オタワ、カナダ国立美術館

図５　カミーユ・ピサロ《モンマルトル大通り、雨天、午後》1897年、油彩・カンヴァ
ス、52.5×66 cm、個人蔵
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図６　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園、春の朝、曇天》1899年、油彩・カン
ヴァス、65×92 cm、個人蔵

図７　カミーユ・ピサロ《ルーヴル美術館とカルーゼル広場、太陽、午後》1899年、
油彩・カンヴァス、54×65 cm、ニューヨーク、アクアヴェラ・ギャラリー
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図９　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園とフロール翼、太陽、春》1899 年、油
彩・カンヴァス、65×92 cm、イギリス、個人蔵

図８　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園とフロール翼、光り輝く曇天》1900年、
油彩・カンヴァス、73×92 cm、個人蔵
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図10　クロード・モネ《積みわら、雪の効果、夕日》1890－91年、油彩・カンヴァ
ス、65.3×100.4 cm、シカゴ美術館

図11　カミーユ・ピサロ《エ
ピスリー通り、ルーアン》
1898年、油彩・カンヴァス
81.3×65.1 cm、ニューヨー
ク、メトロポリタン美術館
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図12　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園とフロール翼》1900年頃、油彩・カン
ヴァス、33×41 cm、フリント美術研究所
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図14　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園、光り輝く曇天》1900年、油彩・カン
ヴァス、54×65.3 cm、サンクトペテルブルク、エルミタージュ美術館

図13　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園、光り輝く曇天》1900年、油彩・カン
ヴァス、28×35.9 cm、オースティン、個人蔵
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図16　カミーユ・ピサロ《ハンプトン・コート》1890年、水彩・紙、17.8×25.4 cm、
個人蔵

図15　カミーユ・ピサロ《ハンプトン・コート・グリーン、ロンドン》1890－91年、
油彩・カンヴァス、54.3×73 cm、ワシントン、ナショナル・ギャラリー
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図18　「リヴォリ通り204番地のアパルトマンから見た景色」撮影者・撮影時期・サイ
ズ情報不明、個人蔵

図17　「オルセー駅の建設現場」1898年、撮影者・サイズ情報不明、パリ、オルセー美
術館
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図20　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《アルキメデスの墓を見つけるキケ
ロ》1787年、油彩・カンヴァス、119×162 cm、トゥールーズ、オーギュスタン美術館

図19　カミーユ・ピサロ《ルヴシエンヌ》1871年、油彩・カンヴァス、90×116.5 cm、
個人蔵
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図22　ピエール・アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《ローマの眺め》1872－74年、油
彩・厚紙に貼った紙、19×25 cm、パリ、ルーヴル美術館絵画部門

図21　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《朝のローマ》1782－84年、油彩・
厚紙に貼った紙、18.8×25.5 cm、パリ、ルーヴル美術館絵画部門
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図23　カミーユ・ピサロ《エラニーの家屋と鐘楼》1886年、油彩・カンヴァス、65×
81 cm、インディアナポリス美術館
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図24　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《山のある風景》1786年以降、油
彩・厚紙に貼った紙、42×52 cm、パリ、ルーヴル美術館絵画部門

図25（左）　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《コロッセウムから見たローマ
の眺め》1782年頃、黒鉛・インク・淡彩・紙、15.8×20 cm、パリ、ルーヴル美術館素
描部門
図26（右）　ピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエンヌ《ネミ近隣の蛇行道》制作年不
明、油彩・厚紙に貼った紙、25×33 cm、パリ、ルーヴル美術館絵画部門
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図28　 シモン・ドニ《ローマの夕暮れ》制作年不明、油彩・紙、20.2×26.5 cm、
ニューヨーク、ユージーン・V・ソー夫妻のコレクション

図27　カミーユ・ピサロ《チュイルリー公園、夏》1900年、油彩・カンヴァス、54.5
×65.5 cm、ワシントン、クリーガー美術館
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図29　エドガー・ドガ《テヴェレ川から見たローマの眺め》1857-58年、油彩・カン
ヴァスに貼られた紙、18×26 cm、バーデン、ラングマット美術館
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The Tuileries Gardens and the Pavillon de Flore, Hoar-Frost, painted by impres-
sionist painter Camille Pissarro in 1900, clearly demonstrates Pissarro’s attitude 
to artistic practices in his later life. In this picture, in addition to achieving the 
impressionist purpose of representing the fresh colors of nature, Pissarro pays 
attention to creating a solid composition, which proves his tendency toward the 
classical-landscape tradition. Taking this point into account, we wish to examine 
the artistic theory adopted in this painting.

This paper begins by comparing Pissarro’s Tuileries Gardens series, including 
the painting in question, with some series by Claude Monet: a pioneer of series 
paintings. While Monet exclusively pursued direct impressions of nature, Pissarro 
attached importance to creating compositional unity. Therefore, each painting in 
the Tuileries Gardens series establishes a self-sufficient image, whereas Monet’s 
series has an inseparable relation as a group. In fact, Pissarro distinguished a 
“tableau” made through an artist’s intellectual activity from an “étude,” which is 
a direct record of nature. This paper asserts that the Tuileries Gardens series in-
cludes three “études” made as a preparatory step for “tableaux.”

This form of artistic production is similar to that of the academicians. In The 
Tuileries Gardens and the Pavillon de Flore, Hoar-Frost, in particular, the influ-
ence of Pierre-Henri de Valenciennes is evident. Given that Pissarro recom-
mended to his son a landscape instruction book written by this neoclassical 
painter, it is highly possible that it played a great role in Pissarro’s artistic for-
mation. Through comparing Pissarro’s methods in this painting with Valenciennes’ 
text, this paper demonstrates that Valenciennes’ book taught Pissarro various 
methods such as the ways of creating harmonious tones and composing frag-
ments of nature on canvas. Finally, it concludes that Pissarro attained the recon-
ciliation of fidelity to nature with artistic “constructivity” owing to Valenciennes’ 
advice.

Influence of the Landscape Theory of Pierre-Henri de Valenciennes on Camille 
Pissarro’s The Tuileries Gardens and the Pavillon de Flore, Hoar-Frost: 

Pursuit of the Reconciliation of Fidelity to Nature and Artistic “Constructivity”

by

Chinami FUKAO

Doctoral Course Student, Graduate School of Letters,
 Kyoto University
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